
この暑さで、上着を着て、ご丁寧にネクタイを締め
走り回れば熱中症になるのは何の不思議もない！

運転士が脱水症で緊急搬送。
東海道線約4300人に影響

25日午後１時15分ころ 東海道線幸田～相見、
あい み

間で大垣発豊橋行き上り新快速の運転士が運

転中に手足のしびれを感じ、運転を続けられ

なくなり病院に搬送されるという事態が発生

しました。報道によるとその後運転士を搬送

するのに駆け回った車掌も病院に搬送されま

した。ことの発端は、当該列車が安城駅近く

の踏切でレールに挟まった買い物カートに接

触しまし

た。

運転士は車両点検、安全点検等に奔走して列車は20

分遅れで運転を再開しました。暑さのなか、点検に

走り回った運転士は運転再開後、脱水症状を起こし

病院に搬送されたのでした。

暑ければ上着を脱ぐ、

のどが渇け水分をとる
水分補給が必要であれば水分を補給する。当たり

前のことをなぜお伺いをたてなければならないので

しょうか？この事象をうけて会社は、夏服への衣替

えを前倒しするとしました。しかし、これは来年も

行われるか疑問です。なぜなら、会社掲示では「昨

今の気象状態を鑑みて」と書かれているからです。

世間の風当たりをさける目的の方が大きな気がしま

す。

ＪＲ東海労名古屋地本は直ちに「申」を作り、

事実経過と問題点を会社に明らかにするよう

申し入れを行います。

ＪＲ東海労なごや
２０１５年５月２９日 Ｎｏ.１０３８

Ｊ Ｒ東海労名古屋地方本部
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